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東
京
経
済
大
学

四
、
高
研
修
掠
行
三
河
・
遠
江
の
寓
葉
遺
跡
踏
査

十
月
十
八
日
(
月
)
J十
月
十
九
日
(
火
)
一
泊
一
一
日

集
合
場
所
豊
世
駅
西
日
(
新
幹
娘
乗
降
口
〉

集
合
時
刻
十
八
日
午
前
八
時
二
十
分

第
一
日
豊
橋
駅
西
口
|
|
多
米
峠
|
|
乎
那
の
峯
引
佐
細
江

|
|
吾
跡
川
柳

i
l館
山
寺
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
(
昼
食
〉
|
|
新

居
関
所
跡
|
|
音
羽
川
川
口
(
阿
礼
崎
)
|
|
引
馬
神
社
|
|
西
浦

(
阿
礼
崎
〉
|
|
一
一
一
谷
温
泉
(
泊
旅
館
ふ
き
ぬ
き
)

宿
泊
旅
館
ふ
き
ぬ
き
干

ω蒲
郡
市
三
谷
町
鳶
欠
一
四
の
一
八

〈

O
五
一
二
三
〉
六
九
|
一
一
一
一
一

三
谷
ふ
き
ぬ
き
|
|
引
馬
野
碑
|
|
二
見
道

i
!国
分
寺
跡

伊
良
湖
ピ
ュ

l
ホ
テ
ル
(
昼
食
)
|
|
日
出
石
門
(
藤
村
詩
碑
〉

伊
良
湖
岬
(
高
葉
歌
碑
〉
豊
橋
駅
(
午
後
四
時
半
頃
着
)

予

告

武
庫
川
女
子
大
学

日

並

皇

子

宮

舎

に

つ

い

て

文

教

大

学

午
後
の
部
(
午
後
一
時
よ
り
)

「

和

ふ

る

歌

」

の

可

能

性

東

山

高

校

|
|
巻
八
・
一
四
七
二
、
一
四
七
三
を
中
心
に
1

1

東

歌

の

一

位

相

東

京

都

立

大

学

大

学

院

|
|
う
た
と
文
字

iー

類

緊

古

集

の

書

ー

に

つ

い

て

親

和

女

子

大

学

「
高
葉
代
匠
記
L

所
引
の
漢
籍
を
め
ぐ
っ
て
愛
知
大
学

品

陀

太

子

・

の

説

O
昭

和

五

十

七

年

度

大

会

当
学
会
昭
和
五
十
七
年
度
大
会
を
、
愛
知
大
学
と
の
共
催
に
よ
り
、
左
記

の
要
領
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
御
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

一
、
公
開
講
演
会

昭
和
五
十
七
年
十
月
十
六
日
(
土
)

会
場
愛
知
大
学
記
今
X
E館
官

挨

拶

午
後
一
時
半
よ
り

愛
知
大
学
学
長

久
曽
神

昇
氏

愛
知
大
学
教
授

学
会
代
表

小津
島之

一
氏~氏

上
代
文
学
勧
工
場
1
1私
の
も
の
常
ぴ

l
l

十
月
十
六
日
午
後
五
時
よ
り

三
、
研
究
発
表
会

十
月
十
七
日
(
日
)
午
前
十
時
J
午
後
四
時
半

会
場
愛
知
大
学
豊
橋
校
舎
短
大
3
号
館
m
A

午
前
の
部
(
午
前
十
時
よ
り
)

采
女
挽
歌
読
解
の
一
つ
の
試
み
筑
波
大
学
大
学
院

の
長
歌
と
記
紀
の
長
歌
謡
の
関
連
性

千
円

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

第
二
日

川
島

二
郎
氏

/¥ 
九

吉
田
比
呂
子
氏

身

崎

寿

氏

江
良

昭
源
氏

丸
山

隆
司
氏

山
崎
井
野
口
福
之
氏
孝
氏

阪
下

圭
八
氏



道
路
情
況
に
よ
っ
て
、
コ

I
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
御
諒
承
く
だ
さ
い
。

O
宿

泊

施

設

二

O
号
「
予
告
」
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

O
会
場
校
・
連
絡
先
は
、
次
の
通
り
で
す
。

干
叫
豊
橋
市
町
畑
町
一

l

一
愛
知
大
学
(
豊
橋
校
舎
)
津
之
地
研
究
室

電
〈
O
五
三
二
〉
四
五

|
O四
四
一
内
線
三

O
五

O
愛
知
大
学
の
案
内
略
図
は
下
記
の
通
り
で
す
。

(渥美線)新豊橋発「大学前」

下車

ユニチカ・駒形・

〈豊鉄パス〉

池‘、

師口t

愛大前i

ハス

トピー工業行「愛大前」下車
短大一部

-半島

九
O 

」下車支線

部中



清

雄

治 514-11三重県久唐市新町766 5 

890 鹿児島市鴨池2 31 20 鹿児島

東京都世田谷区砧4 13 14 矢車荘7

氏

新入会員

岡本延

佐藤恒

鳥居省

場

良

口

電話番号

訂

神戸市長田区西山町4丁目21 26 

高松市香西西町327 12 

一市武住2 32 20 

所

名会

住⑥ 

653 

761 

085 

名

内

0542 46 9748 

大竹方三和荘2 1 

川崎市多

茨城県新治郡桜村天久保3 18 8 

京都市左京区田中里ノ内町45

日野市日野本町4 7 12 

名古屋市名東区西山本通39

東京都大田区大森本町2 4 22 1004 

埼玉県春日部市増富672 6 

滋賀県守山市矢島町1220

四日市市山

埼玉県浦和市文蔵2 29 11 

住所変更(表示・変更・改姓等を含む〉

尾崎富義 420 静岡市北1377 15 

梶川信行 228 相模原市相模大野8--11 8 

古賀精一 840 佐賀市鬼丸17 22 

後藤和彦 222 横浜市港区大曽根町2 54 21 

芹沢敏夫 334 鳩ケ谷市坂下町1 2 19 教住301

専修大学文学部
国文学研究室

田中大土

中西ゆかり

花上しのぶ

藤田福

升田淑

身崎

官

横

手口

τ
i
 

唱

iヮ“田

157 

214 

305 

606 

465 

344 

191 

143 

524 

510 

336 

旬

夫

子

寿

代

子

子

清

領

幸
谷

田

比

山

九



一
、
本
会
は
随
時
、
高
葉
に
関
す
る
見
学
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
発
表
会
、
講
習
会
、
講
演
入
、

図
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

一
、
会
員
は
、
年
額
二
千
四
百
円
の
会
費
(
誌
代
を

含
む
)
を
年
度
初
に
納
入
す
る
。

て
本
会
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

便
番
号
五
六
四
〉

に
お
い
て
行
な
ふ
。

『巴
墨

Z
開

。
ぉ

。

O
短
く
不
で
あ
っ
た
夏
も
終
わ
り
さ
わ
や
か
な
秩

を
む
か
え
て
お
り
ま
す
が
、
各
地
で
水
害
に
あ
わ

れ
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
申
し
上

げ
ま
す
。

O
浅
見
徹
氏
よ
り
編
集
を
引
き
継
ぎ
、
妥
協
の
な
い

真
撃
な
学
術
誌
と
し
て
の
立
場
・
役
目
を
堅
持
し

発
展
さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
つ
つ
、
懸
命
な
本

号
で
あ
り
ま
し
た
。

O
井
手
至
氏
に
は
、
昨
年
度
全
国
大
会
の
御
講
演
を

お
ま
と
め
い
た
だ
き
、
岡
内
弘
子
氏
・
佐
藤
恒
雄

氏
(
共
論
〉
に
は
、
尼
崎
本
以
来
の
画
期
的
な
新

発
見
天
治
本
の
紹
介
と
御
論
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
新
資
料
の
調
査
と
掲
載
に
つ
き
ま

し
て
は
伊
藤
博
氏
に
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
も
に
有
難
い
限
り
で
し
た
。
今
後
と
も
重
鎮
の

諸
兄
な
ら
び
に
新
進
の
学
研
諸
氏
の
御
投
稿
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

O
本
年
度
全
国
大
会
は
、
愛
知
大
学
の
皆
様
方
の
好

意
溢
れ
る
準
備
体
制
の
も
と
、
順
調
に
進
ん
で
お

り
ま
す
。
「
予
告
」
欄
に
掲
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

御
講
演
と
共
に
、
発
表
者
の
八
名
も
出
揃
い
ま
し

た
。
盛
大
な
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

O
一一

O
号
「
予
告
」
欄
掲
載
の
研
修
旅
行
お
よ
び

懇
親
会
の
会
費
振
替
手
続
き
の
件
に
関
し
ま
し

て
、
再
送
の
お
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
方
々
に
は
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

-

投

稿

、

・

雑

誌

の

て

2
入

会

申

込

み

、

住

所

変

更

・

学

会

費
の
現
金
(
小
切
手
・
小
為
替
)
に
よ
る
納
入
、
本

誌
既
刊
号
の
購
入
等
の
事
務
事
項
は
、
す
べ
て
下

記
の
京
都
「
大
地
」
あ
て
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

投

稿

規

定

一
、
投
稿
資
格
は
会
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
に
関
連
す
る
各
分
野
の

文。

昭
和
五
十
七
年
九
月
二
十
日
印
刷

昭
和
五
十
七
年
九
月
二
十
五
日
発
行

は
原
則
と
し
て
四
百

(
た
だ
し
「
片
々
」

欄
は用
十紙
枚三
以十

頒
価

八

百

円

(
毛
利
正
守
)

内)。

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編
輯

部
に
一
任
の
乙
と
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
二
部
・
抜
刷
二
十

部
を
贈
呈
す
る
。
た
だ
し
、
余
分
に
入
用
の
時

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
こ
れ
に

応
ず
る
。高

葉

串

曾

会

則

て
本
会
は
葛
葉
皐
曾
と
称
す
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
会
員
と
な
る
乙
と
が
で
き
る
。

一
、
会
員
の
研
究
発
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「

葉
」
を
発
行
す
る
。

干

制

大

阪

府

吹

田

山

東

三

丁

目

関
西
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内

電
話

(
0
5
一
二
八
八
|
一
二
一
一

(
内
線
三
九
四
)

編

集

・

発

行

高

葉

皐

禽

代

表

者

小

島

憲

之

援
替
大
阪
二
九
一
四
七
番

干
刷
引
京
都
市
左
京
区
静
市
市
田
町
九
千
八
O

発

売

制

務

取

扱

大

地
代
表
者

-

E

部

重

症

電
話
(
宕
五
)
七
八
一
ー

o一一
0
0

印
刷
間
柄
舎





八

百

円

送
料
五
十
五
円


